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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

月 1回の会議で理念を唱和し意思

の統一を行っている。また、困った時

にいつでも振り返ることが出来るよう

に施設内の 5 ヶ所に掲示している。

理念に沿った個人目標を設定し実践

につなげている。 

      

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所自

体が地域の一員として日常的に交流して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

地域のボランティアや利用者のお友

達が気軽に立ち寄れる親しみやすい

施設であるように努力している。現

在、新型コロナウィルス感染症対策

の為、おこなうことが出来ていない。 

これまでの運営推進会議に参加してきた

のでコロナ禍以前のボランティアの受け

入れ状況は把握しています。新型コロナ

ウィルス感染症対策でボランティアや実

習の受け入れが中々難しいのは致し方

ないと思う。利用者の方を守ることが必

要な反面地域との付き合いが少なくなっ

てしまうのが現実と考ています。 

    

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新型コロナウィルス感染症予防の

為、対面と書面開催をしていた。今

年度は、リモート開催を取り入れ、サ

ービスの向上につなげていきたい。 

以前の運営推進会議に参加されている

委員の方に地域の消防団の団員の方を

紹介してもらって避難訓練に参加しても

らうようになったのは良いと思います。 

運営推進会議が書面で開催された時に

フィードバック用紙があり意見の吸い上

げができる取り組みが良いと思います。 

    

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

分からないことがあった時には、日

頃から担当部署に伺うなどして、連

携を図っている。 

保険者や地域包括支援センターに確認

することはとても大事です。記録に残して

社内で共有すると同じ内容のことを聞くこ

とが無くなるので記録の作成の助言を頂

く。 

    

5 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

身体拘束をせずにケアを行う為の基

本的な考え方、身体拘束廃止マニュ

アルを基に外部内部研修で確認し理

解を深めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

グループホーム連絡協議会が開催して

いる「身体拘束適正化へ取り組み」、「虐

待の防止のための取り組み」の研修に

職員が参加し学び内部研修として年に

数回行っている。研修を重ねることで、

理解を深めていきたいと思います。 
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6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

マニュアルを作成しいつでも閲覧で

きるようにしている。ケア振り返りシ

ートを使用し定期的に、職員のケア

の振り返りをすることで日頃の係わり

方の振り返りを行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

1月に高齢者虐待防止マニュアルの改

正、虐待防止のための指針の整備を行

いました。内部研修に高齢者虐待防止

研修を行い、意識づけすることで不適切

なケアとはどのようなケアがあるのかを

学び、振り返りシートを用いて日頃のケ

アに不適切なケアがないか振り返りケア

の向上に取り組んでます。 

7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期的に学びの機会を設けている。

過去に成年後見制度をご利用されて

いる方がいたので、その都度学びの

機会があった。今後も積極的に学び

の機会を増やしていきたい。 

      

8 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図ってい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入所を希望された方やご家族に施設

の特徴や運営方針について説明を

行い、納得して頂いた上でご入所し

て頂いている。 

      

9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

現在、新型コロナウィルス感染症対

策の為、家族会の開催が出来てい

ない状態である。ベランダ面会時や

電話などを使用し職員とご家族が話

があった際にはお伺いしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ベランダ面会では、利用者の方と家族

の方の距離を 2.26mの間隔を開けるこ

とができる為、ソーシャルディスタンスを

保つことができている。また互いにマス

クを着用して頂いている。ガラス越しで

はなく直接顔を見て話しができるのが良

いと評価を頂いた。 

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

会議を開催した時には、必ず運営者

が参加し職員の意見や提案などを受

け止めた上で、その時の状態に合わ

せて反映している。 

      

11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の積極性と実績に合わせて一

時金を支給している。できる限り、や

りがいと責任感が持てるように職場

の環境作りに努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

介護職員処遇改善加算、特定処遇改善

加算を 12月、3月、5月に資格取得、勤

務意欲、実績を踏まえ一時金として支給

している。人事考課が職員の意欲の向

上、やりがいにつながっている。 

12 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

現在、施設内研修をリモートを使用し

積極的に行っている。OJT を活用し

ながら、職員同士で意見交換が出来

るように努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ禍以前に行っていた、介護支援専

門員や介護福祉士などの受験対策の勉

強会も今後リモートを利用し開催しなが

ら学べる機会を増やしていきたい。 
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13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新型コロナウィルス感染症の影響

で、積極的にネットワーク作りは出来

ていないが、電話などで同業種・他

職種の方々と連携を図っている。 

      

14 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の今現在出来ることを大切に

しながら、お手伝いなど積極的にお

願いをしている。職員を助けて頂い

ている。 

      

15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

現在、ベランダ面会を行っている。電

話での取次ぎも積極的にしている。

ご家族やご友人との関係性が継続

できるように努めている。 

時間の制限などはしていないが、面会の

機会が減っている。現在の状態では仕方

ないことだと思う。ベランダ面会は、いい

考えであると思います。 

    

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、

一日の過ごし方の希望や意向の把握に努

めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご家族やご本人より会話や生活の中

で 1人ひとりのニーズを拾い上げれ

るようにしている。利用者の日頃の

言動や行動を注視し利用者の思い

や表情を組み取り、本人本位のケア

ができる様に支援している。 

      

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケアの

あり方について、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した介護計画を作成

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者 1人ひとり担当職員を持ち、

担当者が評価しケア担当者会議で

意見を出し合い計画作成担当者が

再評価している。ご家族・主治医、訪

問看護などと連携を図り意見を取り

入れた介護計画を作成している。 

本人ご家族の意向は、言葉をそのまま

拾い上げられていると思います。男性利

用者の方にホーム内のイベントの際に利

用者代表として挨拶をすることをサービ

ス内容に上げるなどケアプランが、1人 1

人の利用者に合わせて作成されている

と思います。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

宮崎市が推奨しているセンター方式の

24時間シートを参考に施設独自の記録

用紙を作成し本人の日頃の様子が解り

やすくしている。介護を行う上で、本人

の気持ちをグラフで表している為、時間

帯が特定できている為、職員のアプロー

チの仕方をケア担当者会議などで話合

いを行い介護計画作成に役立ててい

る。 

18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや

工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を

共有しながら実践や介護計画の見直しに

活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

施設独自の記録用紙を作成し(看

護・介護経過記録)、医療面・介護

面・認知症面を含めて解りやすいよ

うに用紙を作成し日頃の様子を全職

員で情報の共有を行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

介護記録の中に、本人の言葉などを職

員が拾い上げ記載することで、できる限

り本人の気持ちに寄り添えるように努め

ている。 
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19 

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ

れない、柔軟な支援やサービスの多機能化

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

例年では、傾聴ボランティアや介護

実習生の受け入れを行いホームに

外部との関わりを取り入れ地域の人

と関わったりコミュニケーションを図っ

たりしている。 

現状、コロナ禍の為積極的な動きが出来

ていない。通年であれば、認知症の相談

窓口など積極的に施設内を見ながらお

話していたが現状出来ていない。今後、

コロナの状況に合わせて積極的に動い

ていきたい。 

    

20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら

安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ

う支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入所希望の方は基より、認知症介護

で質問のある方についても話をして

いる。新型コロナウィルス感染症が

終息した際には積極的に地域と関係

性を再構築していきたい。 

コロナ禍になるまでは、地域の消防団の

方と一緒に避難訓練に参加して頂いた

り、施設周辺の方々と挨拶など積極的に

していた。コロナが終息したら、地域の

方々との以前のような協力関係を作って

ほしい。 

    

21 
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

し、納得が得られたかかりつけ医と事業所

の関係を築きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人やご家族の希望する医療機関

の受診が継続できるように柔軟に対

応している。往診のご希望の方に

は、往診されている Drをご紹介して

いる。 

      

22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

ように、病院関係者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行っている。 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入院の際には、必ず現在の状況が

解るように医療機関の方と常に情報

の共有を行っている。ご家族の希望

と意向を確認した上で、退院後の支

援をしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

現在はコロナ禍の為今は出来ていない

が、以前はご退院された利用者の方の

持っている施設の新聞等を作成し生活

状況の報告などを踏まえて、施設の説

明を行っていた。 

23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合い

を行い、事業所でできることを十分に説明し

ながら方針を共有し、地域の関係者と共に

チームで支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

重度化した場合には、その時の状態

に合わせたネクストステージを踏ま

えた上で適切な治療もしくは療養が

受けれる環境をご家族と話合いなが

ら支援している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

当施設は、基本的に看取り介護をおこ

なわない施設であることをご家族に十分

に説明した上で、ご入所して頂いてい

る。本人の状態に合わせて、病院・特別

養護老人ホーム・有料老人ホームなど

をお勧めしている。 
 

24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

定期的に行い、実践力を身に付けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期的に緊急時対応法の勉強会を

行っている。マニュアルを作成しいつ

でも閲覧できるようにしている。日頃

のケアの中で、医療職・ご家族・管理

責任者との連絡法や対応法を学ん

でいる。 

      

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問

わず利用者が避難できる方法を全職員が

身につけるとともに、地域との協力体制を

築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新型コロナウィルス感染症予防対策

の為、災害時避難訓練など現在実

施できていない。新型コロナウィルス

現在勤務している施設では、定期的に施

設職員だけで小規模な避難訓練を行っ

ています。現在、コロナ禍の為、施設内

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

今後、コロナウィルス感染症拡大状況を

見ながら避難訓練を考えていきたいと思

う。今回、ご助言をいただいてたコロナ

禍でも施設ができる範囲での避難訓練
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感染症の動向を見ながら、図上訓練

を含めた上で実施していきたい。 

職員だけで完結する避難訓練を考えら

れるといいと思います。 

であれば、前向きに検討が出来そうであ

る。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

運営理念に人格を尊重する介護を

掲げている。プライバシー保護や権

利擁護、高齢者虐待防止などの研

修を行い理解を深めている。利用者

1人 1人を尊重した声掛けをおこな

っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

トイレの時に本人の気持ちを尊重するの

はもちろんですが、活動時間の時に１人

になりたい時など、本人の立位や歩行

状態に合わせてフットコールなどを使用

しながら居室で過ごして頂くなど、本人

の気持ちをできるだけ尊重できるように

対応させて頂いています。本人の気持

ちに合わせて、プライベートな時間を大

切にしていることが素晴らしいと思いま

す。今後も続けていってほしいです。 

27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日常生活における希

望や意向、暮らしのペースを大切にし、そ

の日をどのように過ごしたいか、希望に

そって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者１人１人の生活スタイルを職

員が見極め、趣味・レクリエーション

などを通して喜びを共に共有できる

ようにしている。食事・入浴の時間を

ゆっくりと希望にそって過ごしていた

だいている。 

      

28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

職員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

お盆拭きやテーブル拭きなどを職員

と一緒にして頂いている。利用者の

食べたい物を聞きながら、途中でお

手伝いをお願いしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

現在、新型コロナ感染症や食中毒など

の感染症予防の一環として、調理など

の直接的なお手伝いが難しくなっており

ます。そんな中でも、食事前のテーブル

拭きや食事後の食器洗い、お盆拭きな

ど食事に関係する間接的なお手伝いを

して頂きながら、食事の時間を楽しみに

して頂けるように心がけています。 

29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期的に体重測定を行い毎日の記

録に食事量、水分量を記録し、必要

に応じて主治医に相談している。定

期的に、主治医の指示で血液検査

などを行って体調管理に努めてい

る。 
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30 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力

に応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎食後、口腔ケアがうまくできるよう

に必要に応じて職員が介入してい

る。口腔内トラブルがある際には、ご

家族に相談し訪問歯科をお願い知る

こともある。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

口腔ケアのお手伝いを本人の状態に合

わせてさせて頂いています。往診にこら

れている歯科医の先生とこまめに連絡

を行うなどして連携しています。今のとこ

ろ、利用者の皆さんに口腔に関するトラ

ブルはありません。 

31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日常の排泄状況を記録にとり、排泄

パターンを把握している。腹部マッサ

ージを行い、できるかぎり蠕動運動

が促せるようにしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の皆さんができる限りトイレで排

泄できるように支援させて頂いていま

す。 

以前、くるみを見学させて頂いた時に排

泄記録を見せて頂いたことがあるので

すが、誰がみても水分量や排泄パター

ンが把握しやすいように記録を工夫され

ていると感じました。 

32 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

週 2～3回入浴できるように支援して

いる。個浴で職員と話をしながらゆっ

くりと入浴が出来るように支援してい

る。本人に合わせた支援を心がけて

いる。 

      

33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

その時の体調や気分に合わせて、

居室で休んで頂けるように職員が支

援している。安眠を促せるように寝具

を清潔に保てるようにしている。 

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

内服薬の管理は、服用時・薬のセッ

ト時には必ず職員 2人でダブルチェ

ックをし、確実に服薬介助が出来る

ように支援している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員 2人で確認しながら誤薬がないよう

に気をつけています。新人さんは名前を

間違えやすかったり、ベテランになると

慣れてしまってミスが起こりやすくなった

りする為、服薬マニュアルに沿って確実

に服薬できるよう職員がお互いに注意し

ながら行っています。 

35 
役割、楽しみごとの

支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者 1人 1人が、今現在できる事

や得意なことなどを見極めながら、お

手伝いやレクリエーションなどに参加

して頂いている。 

要介護 1～５の方がいる為、集団レクリ

エーションになるとできる方とできない方

の差がとても大きいです。そのため、体

操については集団レクリエーションで行

っていますが、それ以外についてはでき

るだけ個別にぬり絵や本人の得意な事

を活かしたレクリエーションやお手伝いを

して頂いています。できないことだけを意
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識するのではなく、本人が取り組もうとす

る姿勢を大切にしながら行っています。

私達介護者は、本人ができなくなったこ

とに視点がいきがちですが、本人のやる

気や気持ちに焦点を当てているのが良

い取り組みだと思いました。今後も継続

してほしいと思います。 

36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

現在、新型コロナウィルス感染症予

防の為、外出を控えて頂いている。

今後、コロナ禍が終結した段階で、

以前のような外出支援を行っていき

たい。コロナ禍以前は、日常でご家

族と外食・外泊などご家族と協力しな

がら楽し時間が過ごせるように支援

していた。 

新型コロナ感染症対策の中、悩ましい所

です。コロナ感染以前は、外泊や外出に

対する制限はなかったのですが、現在は

ご家族の方にご理解いただきながら、病

院受診以外の外出については控えて頂

くようにお願いしています。 

どこも一緒で外出・外泊がなかなかでき

ない現状があります。丁寧に説明しご家

族に理解を頂きながら、施設での感染が

ないよう今後も管理をしていってほしいと

思います。 

    

37 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

       

38 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をした

り、手紙のやり取りができるように支援を

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

電話の取次ぎなど積極的に行ってい

る。時効の挨拶や手紙は、職員が一

緒にすることで、やり取りなど出来て

いる。 

      

39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

かる力を活かして、安全かつできるだけ

自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

天窓から自然で柔らかい光が入るよ

うにしている。湿度や温度を職員が

把握し、必要に応じエアコンの調整、

空気の入れ替えなどをしている。季

節を感じて頂けるように、花壇の植

栽や施設内の飾りつけなどをして頂

いている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新型コロナ感染症があるので喚起を行

っています。今の季節は快適ですが、今

後は冬で寒くなってくるので、室内温度・

湿度に十分配慮しながら行っていきたい

と思います。以前施設を見学させて頂い

た時に、トイレがすごく配慮されていて、

個々人の残存機能を活かせるように工

夫されたトイレだったので素晴らしいなと

思いました。 

Ⅳ．本人の暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         
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40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、日々の

暮らし方の意向に沿った暮らしができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本本人の意志に沿った暮らしが出来

ている。 
      

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、

暮らしの習慣、特徴など様々な情報

をもとに、ケア・支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日頃から、職員が利用者との会話の

内容や出来事などを記録にとり、職

員で定期的に話合い情報の共有を

行っている。そして、介護計画に反映

できるようにしている。 

      

42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全

面・環境面について、日々の状況をも

とに、ケア・支援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者 1人 1人の状態に合わせて

介入・支援を行っている。わかるこ

と・わからないこと、出来ること・でき

ない事を見極めながら介入してい

る。 

 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

具体的な例で、食事に関してご説明する

と、セッティングのみの方、お箸を持って

もらう事がきっかけで自立されている

方、一口目を介入することで自食される

方、途中まで自食されてその後介助で

食べられる方、全介助で食べられる方な

ど本人の状態に合わせて介入させて頂

いてます。 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあった生活ができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者 1人 1人リビングやフロア

ー、居室などに行かれ時間を過ごさ

れている。食事やレクリエーションな

どの時には、職員がお声掛けをし皆

さん自分の居場所を見つけられてい

る。 

      

44 

本人は、自分のなじみのものや、大

切にしているものを、身近（自室等）

に持つことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

料理が好きな利用者の方は、料理

の本や気になった料理のレシピをメ

モした手帳を持たれている。昔から

使われているなじみの腕時計を使用

し時間の確認などされている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

お布団、お茶碗、衣類など、本人のなじ

みの物を持ってきて頂きたいということ

をご家族にお話しているのですが、皆さ

んお家にある物ではなくて新しい物をご

準備される方が多いです。なので、ご家

族と一緒に撮られた写真などを持ってき

て頂いたりもしています。 

45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に

参加することができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

現在、新型コロナウィルス感染症対

策の為、病院受診以外の外出はで

きていない。新型コロナウィルス感染

症が収束した時には、以前のような

外出支援を積極的に行っていきた

い。 

現在の状況を考えると致し方ないのかな

と思います。コロナ過の中で、利用者の

方の楽しみごとと健康や安全のバランス

を考えた時に、健康・安全が優先される

のは当然のことかと思います。そんな

中、季節を感じる行事について施設内で

行えているので、できているでも良いの

ではないかと考えます。 
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46 

本人が持つ力の

活用 

本人は、自分ができること・できない

こと、わかること・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみごとを行うこと

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

       

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会

話のひと時や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の気分の良いときには、若い頃

の記憶になっていることが多いた

め、その時その時の本人の活躍され

ていた頃の気持ちに合わせて話し掛

けを行ったり、家事など本人が現在

出来ることを見極めながら、職員と一

緒にお手伝いなどをお願いしてい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者の方の中には、お魚のピロシキ

の話をされる方や長男さんの話をすると

笑顔になられる方もいます。息子さんに

思い入れが強い方のケアプランには、

息子さんの話をして笑顔になって頂くと

いった支援を入れたりしています。ご利

用者の方がいきいきと笑顔になられるよ

うにといったことを考えながら支援させて

頂いております。 

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

新型コロナウィルス感染症対策の

為、近隣や地域の方々との関わりが

現在できていないが、ご家族とはベ

ランダ面会を行っている。 

コロナの関係もあり、地域との交流は難

しいと思います。そんな中、ベランダ面会

でご家族との交流を継続されているの

で、頑張られていると思います。また、コ

ロナ過になり、地域の中であえて接触を

行わないことが大切とされる事もあった

のではないかと感じます。今後緩和され

ていく中で、地域の方とのお付き合いも

考えていけたら良いのかと思います。 

    

49 総合 

本人は、この GHにいることで、職員

や地域の人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおくることができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

現在、利用者の皆さんグループホー

ムでの生活も慣れられ、利用者同士

の関係性も良好である。 

今までの評価でお話頂いた内容で、理念

に沿って支援されているのが良く伝わっ

てきます。食事の場面一つとっても本人

に合わせた自立支援をされていることが

伝わってきます。本当によく介護されてい

るんじゃないかと感じます。今後も頑張っ

てほしいです。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

全体的な話になりますが、運営理念の

中で、和やかに笑顔のある介護、家庭

的な生活を維持する介護、安心・安全の

生活ができる介護などを掲げています。

この理念のもと、職員一丸となって、利

用者の皆さんが笑顔でより良い生活が

送れるよう頑張っているところです。 

 


